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2004年度 重点施策と評価／環境会計�

社会との共生�環境配慮生産�環境配慮製品�
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環境経営�





省エネルギー型アルミ合金の新接合技術�●フリクションスポット接合

（FSJ）�



二輪車の環境負荷物質削減に関する取り組み�

製品アセスメント／LCA／グリーン調達／代表的な製品の環境負荷低減事例�





環境配慮製品への取り組み�



環境保全製品�
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環境保全製品への取り組み�
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■尼崎～東京間の公道走行試験で高性能を実証�

　液体水素コンテナは、2003年8月に、固定状態で液体窒素
（－196℃）充填試験を行い、2004年1月に液体水素充填試験、
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社会との共生�
社員一人ひとりが、「企業は、社会の一員である」という認識を強くもち、�



社会貢献／コンプライアンス／情報開示・コミュニケーション�

24川崎重工　環境報告書2005





社員とのかかわり�
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社会との�
共生�

環境配慮生産�環境配慮製品�環境経営�

新第一次全社安全衛生3ヵ年計画に基づく�
労働安全衛生管理の実践�
�

　当社は、従業員ならびに協力従業員の安全と健康を確保する

とともに、快適な職場環境を形成するために、「人間尊重」の理

念（人命尊重はもとより人間性尊重にも配慮した）のもとに、安

全衛生管理活動に取り組んでいます。�
　従来の「守り・守らせる安全衛生管理」
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